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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, vii ページ

• 表記法, vii ページ

• 関連資料, ix ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, x ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任と専門知識を持つデータセンター管理者を主な対象にしてい
ます。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

用途表記法

コマンド、キーワード、およびユーザが入力したテキス

トは、太字フォントで示しています。

太字フォント
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用途表記法

ドキュメント名、新規用語または強調する用語、値を指

定するための引数は、イタリック体フォントで示してい

ます。

イタリック体

システムが表示するターミナルセッションおよび情報

は、courierフォントで示しています。
courierフォント

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワー
ドは、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッ
コで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符
を使用しません。引用符を使用すると、その引用符も含

めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲

んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角

カッコで囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）があ
る場合には、コメント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意
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「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮で

きます。

ワンポイントアドバイス

「警告」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。警告

関連資料

UCS マニュアルロードマップ

Bシリーズのすべてのマニュアルの一覧については、『Cisco UCS B-Series Servers Documentation
Roadmap』を参照してください。このマニュアルは、次の URLで入手できます。http://
www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc。

Cシリーズのすべてのマニュアルの完全な一覧については、次のURLにある『Cisco UCS C-Series
Servers Documentation Roadmap』を参照してください。http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-doc。

VMware 用 VM-FEXのマニュアル

VMware用の Cisco Virtual Machineファブリックエクステンダ（VM-FEX）向けに次のマニュアル
があります。

• Cisco Unified Computing System（Cisco UCS）のすべてのマニュアルの一覧が記載されたロー
ドマップは次の URLにあります。 http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc

•ホワイトペーパー『Unify Virtual and Physical Networking with Cisco Virtual Interface Card』

•『Cisco Unified Computing System with Cisco VM-FEX and VMware VMDirectPath2 Deployment
Guide』

その他のマニュアルリソース

BシリーズとCシリーズのすべてのドキュメントが格納された ISOファイルは、次のURLから入
手できます。http://www.cisco.com/cisco/software/type.html?mdfid=283853163&flowid=25821。この
ページで、[Unified Computing System (UCS) Documentation Roadmap Bundle]をクリックします。

ISOファイルは、ドキュメントのメジャーリリースの後に更新されます。

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。
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マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、毎月更新される

『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規および改訂版の
技術マニュアルの一覧も示されています。

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。
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第 1 章

概要

この章の内容は、次のとおりです。

• バーチャライゼーションの概要, 1 ページ

• Cisco Virtual Machineファブリックエクステンダの概要, 2 ページ

• 仮想インターフェイスカードアダプタでのバーチャライゼーション, 2 ページ

• ネットワークインターフェイスカードと統合ネットワークアダプタを使用したバーチャラ
イゼーション, 3 ページ

• VMware用 VM-FEXのコンポーネントと要件, 3 ページ

• 動作モード, 8 ページ

• VMware用 VM-FEXの設定, 9 ページ

バーチャライゼーションの概要
バーチャライゼーションでは、同一の物理マシン上で隣り合いながら分離して実行する複数の仮

想マシン（VM）の作成が可能になります。

各仮想マシンは、仮想ハードウェア（メモリ、CPU、NIC）の独自のセットを持ち、その上でオペ
レーティングシステムと十分に設定されたアプリケーションがロードされます。オペレーティン

グシステムは、実際の物理ハードウェアコンポーネントに関係なく、一貫性があり正常なハード

ウェア一式を認識します。

仮想マシンでは、物理サーバ間でのコピー、プロビジョニング、移動を迅速に行うために、ハー

ドウェアとソフトウェアの両方が単一のファイルにカプセル化されます。仮想マシンは 1つの物
理サーバから別のサーバへ数秒で移動することができ、メンテナンスのためのダウンタイムを必

要とせず、途切れることのない作業負荷を集約します。

仮想ハードウェアは、多数のサーバ（それぞれのサーバは独立した仮想マシン内で実行する）を

単一の物理サーバ上で実行できるようにします。バーチャライゼーションの利点は、コンピュー
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ティングリソースをより適切に使用でき、サーバ密度を高め、サーバの移行をスムーズに行える

ことです。

Cisco Virtual Machine ファブリックエクステンダの概要
単一の物理サーバ上で「ゲスト」として動作する 1つ以上の VMからなる、仮想化されたサーバ
の実装。ゲスト VMは、ハイパーバイザまたは仮想マシンマネージャ（VMM）と呼ばれるソフ
トウェアレイヤによってホストされ管理されます。一般に、ハイパーバイザは、仮想ネットワー

クインターフェイスを各 VMに提供し、VMから他のローカル VMへ、または外部ネットワーク
に接続された物理インターフェイスへトラフィックのレイヤ 2スイッチングを行います。

Cisco Virtual Machineファブリックエクステンダ（VM-FEX）は、シスコの仮想インターフェイス
カード（VIC）アダプタと連携し、ハイパーバイザによる VMトラフィックのソフトウェアベー
スのスイッチングをパイパスし、ファブリックインターコネクトでの外部ハードウェアベースの

スイッチングを優先します。この方法により、サーバのCPU負荷が軽減され、スイッチングが高
速化され、豊富なネットワーク管理機能をローカルおよびリモートトラフィックに適用できま

す。

VM-FEXは、（標準化前の）IEEE 802.1Qbhポートエクステンダアーキテクチャを VMに拡張
し、各 VMインターフェイスに、仮想 Peripheral Component Interconnect Express（PCIe）デバイス
と、スイッチ上の仮想ポートを提供します。このソリューションにより、VMインターフェイス
上で、正確なレート制限と QoS（Quality of Service）保証が可能になります。

仮想インターフェイスカードアダプタでのバーチャライ

ゼーション
Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードなどの Cisco VICアダプタは、単一 OSの展開と
VMベースの展開の両方に向けた、統合型ネットワークアダプタ（CNA）です。 VICアダプタ
は、最大 128個の仮想ネットワークインターフェイスカード（vNIC）を含む、スタティックま
たはダイナミック仮想インターフェイスをサポートしています。

VICアダプタは、VM-FEXをサポートし、仮想マシンインターフェイスとの間の、トラフィック
のハードウェアベースのスイッチング機能を提供します。

VMware環境では、VM-FEXは、VMware ESXハイパーバイザがサーバにインストールされた標
準の VMware統合と、VMware vCenterを通じて実行されるすべての仮想マシン管理をサポートし
ます。
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ネットワークインターフェイスカードと統合ネットワー

クアダプタを使用したバーチャライゼーション
ネットワークインターフェイスカード（NIC）と統合ネットワークアダプタによって、標準的な
VMwareのサーバにインストールされた ESXとの統合による仮想環境と、VCから実行されるす
べての仮想マシンの管理がサポートされます。

仮想マシンのポータビリティ

サービスプロファイルを実装すると、1つのサーバから別のサーバに、サーバの識別情報を簡単
に移動できるようになります。新規サーバをイメージ化すると、ESXはそのサーバを元のサーバ
のように扱います。

同一サーバ上の仮想マシン間の通信

これらのアダプタは、同一サーバ上の仮想マシン間における標準の通信手段を実装します。 ESX
ホストが複数の仮想マシンを含む場合、すべての通信はサーバ上の仮想スイッチを通過させる必

要があります。

システムでネイティブな VMwareドライバを使用する場合、仮想スイッチはネットワーク管理者
のドメインには参加せず、どのネットワークポリシーの制約も受けません。結果として、たとえ

ば、ネットワークのQoSポリシーは、仮想スイッチを通ってVM1からVM2に流れるどのデータ
パケットにも適用されません。

Nexus 1000などの別の仮想スイッチがシステムに含まれている場合、その仮想スイッチは、ネッ
トワーク管理者がそのスイッチ上で設定したネットワークポリシーに従います。

VMware 用 VM-FEXのコンポーネントと要件
高いレベルでは、VMware用 VM-FEXはハイパーバイザホスト、Cisco UCS Manager、VMware
vCenter仮想化管理ソフトウェアを必要とします。
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次の図は、これら 3つの主要コンポーネントとそれらの接続方法を示しています。

図 1：VMware を使用した VM-FEXのコンポーネント接続

VMware用 VM-FEXが機能するためには、これらのコンポーネントが正しく設定されている必要
があります。

ハイパーバイザホスト

ハイパーバイザホストには次の要件があります。

•ハイパーバイザホストとして使用するサーバに、Cisco UCS M81KR仮想インターフェイス
カードを取り付ける必要があります。 Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードの取
り付けの詳細については、『Cisco UCS 5108 Server Chassis Hardware Installation Guide』を参
照してください。

•正しいバージョンの VMware ESXまたは ESXiソフトウェアを Cisco UCS Managerホストに
インストールする必要があります。標準モードの VM-FEXの場合は、VMware ESX Version
4.0Update1ソフトウェアまたはそれ以降のバージョンをインストールする必要があります。
標準モードとハイパフォーマンスモードのVM-FEXの場合は、VMware ESXi 5.0ソフトウェ
アまたはそれ以降のバージョンをインストールする必要があります。これらのVMwareソフ
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トウェアバージョンのアップグレードについては、ESXまたは ESXi 4.0, Update 3か、ESX
または ESXi 4.1, Update 1および互換性のある Cisco VEMソフトウェアバンドルへのホスト
のアップグレード, （21ページ）またはESXi 5.0および互換性のある Cisco VEMソフトウェ
アバンドルへのホストのアップグレード, （23ページ）を参照してください。

•正しいバージョンのCiscoVEMソフトウェアバンドルをハイパーバイザホストにインストー
ルする必要があります。インストールする Cisco VEMソフトウェアバンドルは、ハイパー
バイザホストにインストールした VMware ESXまたは ESXiのバージョンによって変わりま
す。VMwareESXソフトウェアとCiscoVEMソフトウェアバンドルの互換性のあるバージョ
ンについては、Cisco UCS Managerの起動ページの [Cisco Virtual Machine Fabric Extender
(VM-FEX)Downloads]リンクをクリックするか、『Hardware and Software InteroperabilityMatrix
for B Series Servers』を参照してください。

VEMソフトウェアバンドルは、別の製品である Cisco Nexus 1000Vスイッチ
のコンポーネントでもあります。VEMバンドルのインストール時にこの製品
の参照を見かけた場合は、気にかける必要はありません。この参照は表面的

なものであり、VM-FEXのインストールと実装の結果に影響を与えません。

（注）

Cisco UCS Manager

VMware 用 VM-FEX関連のポリシー

VMware用 VM-FEXが最適に動作するためには、複数のポリシーを変更または作成する必要があ
ります。

• VMwarePassThroughイーサネットアダプタポリシー（ハイパフォーマンスモードのみ）

•ダイナミック vNIC接続ポリシー

• BIOSポリシー（ハイパフォーマンスモードのみ）

• VMライフサイクルポリシー

VMware vCenter との通信に使用する拡張ファイル

VICアダプタを使用して VM-FEXを実装する Cisco UCSドメインでは、拡張ファイルを作成して
インストールし、Cisco UCS Managerと VMware vCenterの間の関係と通信を確立する必要があり
ます。この拡張ファイルは、拡張キーと公開 Secure Sockets Layer（SSL）証明書が格納された
XMLファイルです。

VMware vCenter内で同じ分散仮想スイッチを共有する2つのCiscoUCSドメインが必要な場合は、
カスタム拡張キーを作成し、同じ SSL証明書を Cisco UCS Managerで各 Cisco UCSドメインにつ
いてインポートします。
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DVSまたは外部の仮想マネージャで使用されている拡張キーは変更できません。カスタム拡
張キーを使用する場合、関連付けられた DVSを削除したり再作成したりすることがないよう
に、Cisco UCS Managerで DVSを作成する前にカスタムキーを作成および登録することを推
奨します。

重要

拡張キー

Cisco UCSと VMware vCenterは、管理統合とネットワーク通信のためにホストに接続されている
必要があります。この接続を行うために、CiscoUCSは、CiscoUCSアイデンティティを表す拡張
キーを提供します。 Cisco UCSドメインが認識され、管理およびネットワーク接続を確立する前
に、拡張キーが外部仮想マネージャに登録されている必要があります。

SSL 証明書

CiscoUCSManagerは、VMware vCenterとの通信をサポートするためにデフォルトの自己署名SSL
証明書を生成します。また、複数の VMware vCenterと通信するために独自のカスタム証明書を
作成することもできます。カスタム証明書を作成すると、Cisco UCS Managerは新しい証明書を
含めるために拡張ファイルを再作成します。カスタム証明書を削除すると、Cisco UCS Manager
はデフォルトの自己署名 SSL証明書を含めるために拡張ファイルを再作成します。

カスタム証明書を作成するには、外部証明書を取得し、Cisco UCSにコピーし、Cisco UCSにコ
ピーした証明書を使用する VM-FEXの証明書を作成する必要があります。

分散仮想スイッチ（DVS）

CiscoUCSの分散仮想スイッチ（DVS）は、ESXハイパーバイザの vSwitchに沿って動作するソフ
トウェアベースの仮想スイッチであり、複数のESXホストに分散できます。独自のローカルポー
ト設定を使用する vSwitchとは異なり、複数のESXホストと関連付けられたDVSはすべてのESX
ホストで同じポート設定を使用します。

ESXホストと DVSの関連付けが行われると、vSwitchの代わりに DVSを使用するために vSwitch
から DVSに既存の VMを移行できます。 VMware用 VM-FEXの実装により、VMが DVSを使用
する場合、すべての VMトラフィックが DVSをパススルーし、ファブリックインターコネクト
によって ASICベースのスイッチングが行われます。

ポートプロファイル

ポートプロファイルには、VM-FEX用に仮想インターフェイスを Cisco UCSで設定するために使
用できるプロパティと設定があります。ポートプロファイルは、Cisco UCS Managerで作成およ
び管理されます。 1つ以上の DVSによってポートプロファイルが作成され、割り当てられ、ア
クティブに使用された後に、Cisco UCS Managerでポートプロファイルのネットワーキングプロ
パティが変更されると、変更がすぐにそれらの DVSに適用されます。

VMware vCenterでは、ポートプロファイルはポートグループとして表現されます。 Cisco UCS
Managerはポートプロファイル名を VMware vCenterにプッシュし、vCenterはポートグループと
して名前を表示します。 VMware vCenterでは、ポートプロファイル内の特定のネットワーキン
グプロパティや設定を表示できません。 Cisco UCS Managerでポートプロファイルを VMware
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vCenterにプッシュさせる場合、ポートプロファイルに少なくとも 1つのポートプロファイルク
ライアントを設定する必要があります。

ポートプロファイルクライアント

ポートプロファイルクライアントは、ポートプロファイルが適用されるDVSを決定します。デ
フォルトで、ポートプロファイルクライアントは、関連付けられたポートプロファイルがVMware
vCenterのすべての DVSに適用されることを指定します。ただし、特定のデータセンターまたは
データセンターフォルダのすべての DVS、または 1つの DVSのみに対してポートプロファイル
を適用するように、クライアントを設定できます。

VMware vCenter
VMware用 VM-FEX向けの VMware vCenter（vCenterサーバと vSphereクライアント）が必要で
す。 VMware vCenterは次の要件を満たしている必要があります。

• VMware vCenterをインストールするWindowsベースのマシンは、Cisco UCSの管理ポート
と、ESXホストによって使用されるアップリンクイーサネットポートにネットワーク接続
できる必要があります。管理ポートの接続は、VMware vCenterと Cisco UCSManagerとの管
理プレーン統合に使用されます。アップリンクイーサネットポート接続は、VMwarevCenter
と ESXホスト間の通信に使用されます。

• VMware vCenterが Cisco UCSドメインを認識する前に、Cisco UCS Managerによって提供さ
れる VMware vCenterの拡張キーが VMware vCenterに登録されている必要があります。

また、次のパラメータを使用して VMware vCenterを設定する必要があります。

•データセンター。

•分散仮想スイッチ（DVS）。

• DVSに追加され、パススルースイッチング PTS/DVSに移行するよう設定された ESXホス
ト。

•サーバ上の仮想マシン（VM）に必要な VM

•（VMware vMotionの場合）vMotion用に適切に設定された、共通の共有ストレージ（データ
ストア）を持つホスト。

•（ハイパフォーマンスモードの VM-FEXの場合）VM上のすべてのゲストメモリは予約さ
れている必要があります。

•（ハイパフォーマンスモードのVM-FEXの場合）以前Cisco UCSManagerで設定したポート
プロファイルと VMwarePassThroughイーサネットアダプタポリシーを指定する必要があり
ます。

これらの必要なコンポーネントを VMware vCenterで設定する方法については、VMware製品のマ
ニュアルを参照してください。
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動作モード
VM-FEXポートは、標準モードまたはハイパフォーマンスモードで動作します。

標準モード

標準モードでは、仮想マシンとの間のトラフィックは分散仮想スイッチ（DVS）とハイパーバイ
ザをパススルーします。

次の図は、標準モードの VM-FEXポートがある VICアダプタが装着された Cisco UCSサーバ上
の、VMトラフィックがたどるトラフィックパスを示しています。

図 2：VM-FEXがある VM トラフィックのトラフィックパス

ハイパフォーマンスモード

ハイパフォーマンスモードでは、仮想マシン（VM）との間のトラフィックはDVSとハイパーバ
イザをバイパスします。トラフィックは、VMと仮想インターフェイスカード（VIC）アダプタ
の間で直接送受信されます。

ハイパフォーマンスモードの利点は次のとおりです。

• I/Oのパフォーマンスとスループットが向上します。

• I/O遅延が短縮されます。

•仮想化された I/Oを大量に使用するアプリケーションの CPU使用率が向上します。

VMwareでは、ハイパフォーマンスモードでも vMotionがサポートされます。 vMotionの間、ハ
イパーバイザはハイパフォーマンスモードのリンクを標準モードに再設定し、リンクを新しいハ
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イパーバイザに遷移させ、リンクをハイパフォーマンスモードに再設定します。次の図は、

VM-FEXがハイパフォーマンスモードで vMotionと共に動作する方法を示しています。

図 3：VMotion を使用したハイパフォーマンスモードの VM-FEX

1 2つの VMがハイパフォーマンスモードで VICに接続されています。

2 vMotionが 1つの VMで開始されます。この VMは標準モードに遷移します。

3 VMは他のホストに移行され、標準モードが確立されます。

4 VMは元のようにハイパフォーマンスモードに遷移します。

VMware 用 VM-FEXの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

VMware用VM-FEXが最適に動作するためには、複数
のポリシーを変更または作成する必要があります。

VMware用 VM-FEXのサービ
スプロファイルを設定します。

ステッ

プ 1   

• VMwarePassThroughイーサネットアダプタポリ
シー（ハイパフォーマンスモードのみ）

•ダイナミック vNIC接続ポリシー

• BIOSポリシー（ハイパフォーマンスモードの
み）

• VMライフサイクルポリシー

詳細については、VM-FEXを使用したサービスプロ
ファイルの設定, （11ページ）を参照してください。
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目的コマンドまたはアクション

VMware ESXホストを設定し、VM-FEX用の Cisco
VEMソフトウェアバンドルと VMware vCenterをイ

ハイパーバイザホスト上で

Cisco VEMバンドルのインス
トールを設定します。

ステッ

プ 2   
ンストールする必要があります。詳細については、

Cisco VEMソフトウェアバンドルのインストール, （
19ページ）および VMwareのマニュアルを参照して
ください。

単純な実装の場合は、ウィザードを使用してこれらの

手順を実行できます。より複雑な実装の場合は、この

（オプション）Cisco UCS
Managerで、[VMware

ステッ

プ 3   
手順のステップ 4～ 6で提供される情報を使用しま
す。

ウィザードでは VMware vCenterのすべての
設定を対象としているわけではありません。

（注）

Integration]ウィザードを使用し
て Cisco UCS Managerを
VMware vCenterに接続し、分
散仮想スイッチを定義し、ポー

トプロファイルを定義し、こ
詳細については、[Configure VMware Integration]ウィ
ザードの使用, （31ページ）を参照してください。の設定を VMware vCenterに適

用します。

Cisco UCS Managerで分散仮想スイッチ（DVS）を管
理するには、Cisco UCS Managerと VMware vCenterに

Cisco UCS Managerを VMware
vCenterに接続します。

ステッ

プ 4   
接続する必要があります。詳細については、CiscoUCS
Managerの VMware vCenterへの接続, （39ページ）
を参照してください。

VMwarevSwitchの代わりに使用する分散仮想スイッチ
（DVS）を作成する必要があります。詳細について

Cisco UCS Managerで、分散仮
想スイッチを定義します。

ステッ

プ 5   
は、Cisco UCSでの分散仮想スイッチの設定, （45
ページ）を参照してください。

DVSで仮想インターフェイスを設定するために使用す
るプロパティと設定を定義するには、ポートプロファ

Cisco UCS Managerで、ポート
プロファイルを定義し、必要に

ステッ

プ 6   
イルを作成する必要があります。必要に応じて、ポー応じてポートプロファイルク

ライアントを作成します。 トプロファイルを割り当てる DVSを定義したポート
プロファイルクライアントを作成することもできま

す。詳細については、ポートプロファイルの設定, （
59ページ）を参照してください。
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第 2 章

VM-FEX を使用したサービスプロファイルの
設定

この章の内容は、次のとおりです。

• VMwarePassThroughイーサネットアダプタポリシーの変更, 11 ページ

• ダイナミック vNIC接続ポリシーの設定, 12 ページ

• VMライフサイクルポリシーの設定, 15 ページ

• ハイパフォーマンスモードでの VM-FEXの BIOSポリシーの作成, 17 ページ

VMwarePassThroughイーサネットアダプタポリシーの変
更

ハイパフォーマンスモードの VM-FEXには、システムで提供されている VMwarePassThroughア
ダプタポリシーがあります。ほとんどはデフォルト設定で十分です。ただし、特定の実装に対

応するために、このポリシーの内容とは異なる設定が必要な場合があります。異なる設定が必要

な場合は、特定の設定を含む別のイーサネットアダプタポリシーを作成することをお勧めしま

す。特に、次の設定について、特定の実装で動作するかどうかを確認することをお勧めします。

•ゲスト OSの要件

◦送信キュー

◦受信キュー

◦完了キュー

◦割り込み

•ホストあたりの最大インターフェイス数。

•ホストあたりのパススルーモードの最大インターフェイス数。
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イーサネットアダプタポリシーの設定の詳細については、『CiscoUCSManagerGUIConfiguration
Guide』を参照してください。

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの設定

ダイナミック vNIC 接続ポリシー
ダイナミック vNIC接続ポリシーは、VMとダイナミック vNICの間の接続を設定する方式を決定
します。 VMがインストール済みでダイナミック vNICが設定された VICアダプタを使用してい
るサーバを含む Cisco UCSドメインには、このポリシーが必要です。

各ダイナミック vNIC接続ポリシーには、イーサネットアダプタポリシーが含まれており、ポリ
シーを含むサービスプロファイルに関連付けられた任意のサーバに対して設定できる vNICの数
を指定します。

ブレードのすべてのポートが標準モードのVM-FEXの場合は、VMwareアダプタポリシーを使用
する必要があります。

ブレードの 1つ以上のポートがハイパフォーマンスモードである VM-FEXの場合は、
VMwarePassThroughアダプタポリシーを使用するか、カスタムポリシーを作成します。カスタ
ムポリシーを作成する必要がある場合、プロビジョニングされるリソースは、最もリソースを必

要とし、ハイパフォーマンスモードを使用するゲスト OSのリソース要件に等しい必要がありま
す。

ダイナミック vNICが設定されているサーバを、VMotionを使用して移行する場合、インター
フェイスによって使用されているダイナミックvNICsが障害になり、CiscoUCSManagerによっ
てその障害が通知されます。

サーバが起動すると、Cisco UCS Managerは新しいダイナミック vNICsをサーバに割り当てま
す。ダイナミック vNIC上のトラフィックを監視している場合、監視元を再設定する必要があ
ります。

（注）

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの作成
ダイナミック vNIC接続ポリシーを作成できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。
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ステップ 4 [Dynamic vNIC Connection Policies]ノードを右クリックし、[Create Dynamic vNIC Connection Policy]
を選択します。

ステップ 5 [Create Dynamic vNIC Connection Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。スペース
と、-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、およ
び .（ピリオド）以外の特殊文字は使用できず、オブジェクトを
保存した後でこの名前を変更できません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と条件についての

情報を含めることを推奨します。

256文字以下で入力します。^（キャラット）、\（バックスラッ
シュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引用
符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）を除
いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

このポリシーの影響を受けるダイナミック vNICの数。

0～ 256の整数を入力します。デフォルト値は 54です。

[Number of Dynamic vNICs]
フィールド

このポリシーと関連付けられるアダプタプロファイル。すでに

存在しているプロファイルだけが、このドロップダウンリスト

に表示されます。

[Adapter Policy]ドロップダウン
リスト

ダイナミック vNICは常に Cisco UCSで保護されていますが、
このフィールドを使用すると、優先するファブリックがあれば

それを選択できます。次のいずれかを選択できます。

• [Protected Pref A]：Cisco UCSは、ファブリックAを使用し
ようとしますが、必要に応じてファブリックBにフェール
オーバーします

• [Protected Pref B]：Cisco UCSは、ファブリックBを使用し
ようとしますが、必要に応じてファブリックAにフェール
オーバーします

• [Protected]：Cisco UCSは、使用できるいずれかのファブ
リックを使用します

[Protection]フィールド
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ステップ 6 [OK]をクリックします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの変更
ダイナミック vNIC接続ポリシーを変更できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 3 変更するポリシーを含む組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Dynamic vNIC Connection Policies]ノードを展開し、変更するポリシーをクリックします。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 次の 1つ以上のフィールドを変更します。

説明名前

ポリシーの説明。ポリシーが使用される場所と

条件についての情報を含めることを推奨しま

す。

[Description]フィールド

このポリシーの影響を受けるダイナミックvNIC
の数。

[Number of Dynamic vNICs]フィールド

このポリシーと関連付けられるアダプタプロ

ファイル。すでに存在しているプロファイルだ

けが、このドロップダウンリストに表示されま

す。

[Adapter Policy]ドロップダウンリスト

[Name]フィールドなどの、ポリシーの他のプロパティは変更できません。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。

ステップ 8 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ダイナミック vNIC 接続ポリシーの削除
ダイナミック vNIC接続ポリシーを削除できます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブの [LAN] > [Policies] > [Organization_Name]を展開します。
ステップ 3 [Dynamic vNIC Connection Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

VM 上のダイナミック vNIC プロパティの表示
VMでダイナミック vNICプロパティを表示できます。

はじめる前に

VMが動作している必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブで [All] > [VMware]を展開します。

ステップ 3 [Virtual Machines]を展開します。

ステップ 4 ダイナミック vNICが含まれている仮想マシンを展開します。

ステップ 5 ダイナミック vNICを選択します。

ステップ 6 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。
[Properties]領域に vNICプロパティが表示されます。

VM ライフサイクルポリシーの設定

VM ライフサイクルポリシー
VMライフサイクルポリシーは、Cisco UCS Managerでのオフライン VMとデータベース内のオ
フラインダイナミック vNICの保持期間を決定します。この期間が経過した後で VMまたはダイ
ナミック vNICがオフラインのままになっている場合、Cisco UCS Managerではデータベースから
そのオブジェクトを削除します。
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Cisco UCSサーバ上のすべての仮想マシン（VM）が vCenterによって管理されます。 Cisco UCS
Managerでは、非アクティブな VMが一時的にシャットダウンされているか、削除されたか、ま
たはアクセス不能と表示されるその他の状態のいずれであるかを判断できません。したがって、

Cisco UCS Managerではすべての非アクティブな VMをオフライン状態であると判断します。

Cisco UCS Managerでは、関連付けられた VMがシャットダウンされている場合、またはファブ
リックインターコネクトと I/Oモジュールの間のリンクに障害が発生した場合に、ダイナミック
vNICがオフラインであると判断します。まれに、内部エラーが原因で Cisco UCSManagerでダイ
ナミック vNICがオフラインであると判断される場合もあります。

デフォルトのVMおよびダイナミック vNICの保持間隔は 15分です。保持期間は、1分から 7,200
分（2日）の範囲を設定できます。

Cisco UCS Managerによって表示される VMデータベースは、情報表示と監視のためだけにあ
ります。 Cisco UCS Managerで VMを管理できません。 Cisco UCS Managerデータベースから
VMを削除しても、VMはサーバや vCenterから削除されません。

（注）

VM ライフサイクルポリシーの設定
VMライフサイクルポリシーを設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All]ノードを展開します。

ステップ 3 [VM]タブの [VMWare]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの、[Life Cycle Policy]タブをクリックします。

ステップ 5 [Life Cycle Policy]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

Cisco UCS Managerによってオフラインの VMがデータベース
に保持される期間。その期間を過ぎてもVMがオフラインのま
まである場合は、Cisco UCS Managerによってその VMはデー
タベースから削除されます。次のいずれかになります。

• 1 Min

• 1 Hour

• 1 Day

• [other]：CiscoUCSManagerは、カスタム保持期間を指定可
能な [Minutes]フィールドを表示します。

[VM Retention]フィールド
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説明名前

1～ 7200分（5日間）の間の整数を入力します。[Minutes]フィールド

Cisco UCSManagerによってオフラインのダイナミック vNICが
データベースに保持される期間。その期間を過ぎてもダイナ

ミックvNICがオフラインのままである場合、CiscoUCSManager
によってそのダイナミック vNICはデータベースから削除され
ます。次のいずれかになります。

• 1 Min

• 1 Hour

• 1 Day

• [other]：CiscoUCSManagerは、カスタム保持期間を指定可
能な [Minutes]フィールドを表示します。

[vNIC Retention]フィールド

1～ 7200分（5日間）の間の整数を入力します。[Minutes]フィールド

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

ハイパフォーマンスモードでのVM-FEXの BIOS ポリシー
の作成

ハイパフォーマンスモードの VM-FEXの場合、特定の BIOS設定を行う必要があります。

CiscoUCSManagerは、BIOSポリシーまたはデフォルトのBIOS設定を通じて、Cisco Integrated
ManagementController（CIMC）バッファにBIOS設定の変更をプッシュします。これらの変更
はバッファ内にとどまり、サーバがリブートされるまでは有効になりません。

設定するサーバでBIOS設定のサポートを確認することをお勧めします。RASメモリのミラー
リングモードやスパースモードなどの一部の設定は、すべての Cisco UCSサーバでサポート
されているわけではありません。

（注）

ハイパフォーマンスモードの VM-FEXで使用していることを識別できるように、この BIOSポリ
シーを VMwarePassThruという名前にすることをお勧めします。

これらのパラメータは次の BIOS設定でイネーブルにする必要があります。

• [Processor]：Virtual Technology（VT）と Direct Cache Accessをイネーブルにします。
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64ビットのVMを ESX/ESXiホストで実行する場合は、VTをイネーブルにす
る必要があります。 VTがイネーブルでない限り、ESX/ESXiホストでは 64
ビット VMを実行できません。

（注）

• [Intel Directed IO]：次のパラメータをイネーブルにします。

◦ VT for Directed IO

◦ Interrupt Remap

◦ Coherency Support

◦ ATS Support

◦ Pass Through DMA Support

残りの BIOS設定を適切に設定します。

詳細については、『Cisco UCS Manager GUI Configuration Guide』を参照してください。
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第 3 章

Cisco VEM ソフトウェアバンドルのインス
トール

この章の内容は、次のとおりです。

• Cisco VEMソフトウェアバンドルのインストールの概要, 19 ページ

• Cisco VEMソフトウェアバンドルの前提条件, 20 ページ

• VUMを使用した Cisco VEMソフトウェアバンドルのインストールまたはアップグレード,
21 ページ

• ESXまたは ESXi 4.0, Update 3か、ESXまたは ESXi 4.1, Update 1および互換性のある Cisco
VEMソフトウェアバンドルへのホストのアップグレード, 21 ページ

• ESXi 5.0および互換性のある Cisco VEMソフトウェアバンドルへのホストのアップグレー
ド, 23 ページ

• ESXまたは ESXiホスト上のCisco VEMソフトウェアバンドルのインストールまたはアップ
グレード, 25 ページ

• Cisco VEMソフトウェアバンドルのアンインストール, 27 ページ

Cisco VEM ソフトウェアバンドルのインストールの概要
Cisco UCSで VM-FEX機能を使用するには、Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードを
Cisco UCSサーバに取り付け、正しい VMware ESXソフトウェアバージョンと Cisco VEMソフト
ウェアバンドルをインストールする必要があります。インストールするソフトウェアは、VM-FEX
機能を標準モードで使用するかハイパフォーマンスモードで使用するかによって変わります。詳

細については、Cisco VEMソフトウェアバンドルの前提条件, （20ページ）を参照してくださ
い。
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Cisco VEM ソフトウェアバンドルの前提条件
CiscoVEMソフトウェアバンドルをインストールする前に、次の前提条件を満たしていることを
確認してください。

•ハイパーバイザホストとして使用するサーバに、Cisco UCS M81KR仮想インターフェイス
カードを取り付ける必要があります。 Cisco UCS M81KR仮想インターフェイスカードの取
り付けの詳細については、『Cisco UCS 5108 Server Chassis Hardware Installation Guide』を参
照してください。

•正しいバージョンの VMware ESXまたは ESXiソフトウェアを Cisco UCS Managerホストに
インストールする必要があります。標準モードの VM-FEXの場合は、VMware ESX Version
4.0Update1ソフトウェアまたはそれ以降のバージョンをインストールする必要があります。
標準モードとハイパフォーマンスモードのVM-FEXの場合は、VMware ESXi 5.0ソフトウェ
アまたはそれ以降のバージョンをインストールする必要があります。これらのVMwareソフ
トウェアバージョンのアップグレードについては、ESXまたは ESXi 4.0, Update 3か、ESX
または ESXi 4.1, Update 1および互換性のある Cisco VEMソフトウェアバンドルへのホスト
のアップグレード, （21ページ）またはESXi 5.0および互換性のある Cisco VEMソフトウェ
アバンドルへのホストのアップグレード, （23ページ）を参照してください。

•正しいバージョンのCiscoVEMソフトウェアバンドルをハイパーバイザホストにインストー
ルする必要があります。インストールする Cisco VEMソフトウェアバンドルは、ハイパー
バイザホストにインストールした VMware ESXまたは ESXiのバージョンによって変わりま
す。VMwareESXソフトウェアとCiscoVEMソフトウェアバンドルの互換性のあるバージョ
ンについては、Cisco UCS Managerの起動ページの [Cisco Virtual Machine Fabric Extender
(VM-FEX)Downloads]リンクをクリックするか、『Hardware and Software InteroperabilityMatrix
for B Series Servers』を参照してください。

VEMソフトウェアバンドルは、別の製品である Cisco Nexus 1000Vスイッチ
のコンポーネントでもあります。VEMバンドルのインストール時にこの製品
の参照を見かけた場合は、気にかける必要はありません。この参照は表面的

なものであり、VM-FEXのインストールと実装の結果に影響を与えません。

（注）

• Cisco VEMソフトウェアバンドルを入手する必要があります。バンドルをダウンロードす
るには、Cisco UCS Managerの起動ページで [Cisco Virtual Machine Fabric Extender (VM-FEX)
Downloads]リンクをクリックします。

•インストールの注意事項を認識している必要があります。詳細については、『Release Notes
for Cisco UCS Manager』を参照してください。
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VUM を使用したCisco VEM ソフトウェアバンドルのイン
ストールまたはアップグレード

VMware vSphere Update Manager（VUM）を使用して Cisco VEMソフトウェアバンドルをインス
トールするには、VMware vSphereクライアントにログインし、VM-FEXドライバVIBまたはバン
ドルを cisco.comからローカルにコピーして、VUMにインポートする必要があります。

VUMの設定については、VMware製品のマニュアルを参照してください。

ESX または ESXi 4.0, Update 3 か、ESX または ESXi 4.1, Update
1 および互換性のある Cisco VEM ソフトウェアバンドル
へのホストのアップグレード

この手順を使用して、ホストを ESXまたは ESXi 4.0, Update 3または 4.1, Update 1にアップグレー
ドし、同時に Cisco VEMソフトウェアバンドルをアップグレードできます。

この手順は、VMware VUMを使用して実行することもできます。詳細については、VUMを
使用した Cisco VEMソフトウェアバンドルのインストールまたはアップグレード, （21ペー
ジ）および VMwareのマニュアルを参照してください。

（注）

はじめる前に

• ESXホストまたは ESXiホストのソフトウェアと Cisco VEMソフトウェアバンドルを /tmp
ディレクトリにコピーしておきます。

使用しているESXまたはESXiのバージョンとCiscoUCSリリースに合った正しいCiscoVEM
ソフトウェアバンドルを決定するには、『Hardware and Software Interoperability Matrix for B
Series Servers』を参照してください。

手順

ステップ 1 VMの電源を切断するか、すべての VMを別のホストに移行します。

ステップ 2 vmk0管理インターフェイスを vSwitchに移行します。

ステップ 3 ホストをパススルースイッチング（PTS）モードから削除します。

ステップ 4 ESXまたは ESXi 4.0, Update 1から ESXまたは ESXi 4.0, Update 3にアップグレードする場合は、
パススルースイッチング（PTS）を可能にするVIBをアンインストールします。そうでない場合
は、ステップ 6に進みます。
a) 次のコマンドを入力して Cisco VEM VIBを識別します。
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esxupdate query --vib-view | grep cross_cisco | grep installed

出力に、削除すべき VIBパッケージが表示されます。

b) 次のコマンドを入力して VIBを削除します。
esxupdate -b VIB_package remove

例：

[root@serialport -]# esxupdate query --vib-view | grep cross_cisco | grep installed
[root@serialport -]# cross_cisco-vem-v100-esx_4.0.4.1.1.31-1.11.11 installed
2010-03-11T10:02:29.076573-05:00
[root@serialport -]# esxupdate -b cross_cisco-vem-v100-esx_4.0.4.1.1.31-1.11.11 remove

ステップ 5 ESXまたは ESXi 4.0, Update 1から ESXまたは ESXi 4.0, Update 3にホストをアップグレードする
場合は、ESXまたは ESXi Patch 04（ESX400-201001001.zip）と ESXまたは ESXi Patch 05
（ESX400-201003001.zip）を /tmpディレクトリにコピーしてインストールします（まだこれらを
インストールしていない場合）。そうでない場合は、ステップ 6に進みます。
vihostupdate --install --bundle "[path to VMware Update offline patch]" --server [vsphere host IP address]"

例：

[root@serialport -]# vihostupdate --install --bundle "/tmp/Patch04/ESX400-201002001.zip"
--server 10.10.10.1
[root@serialport -]# vihostupdate --install --bundle
"/tmp/Patch05/BuiltByVMware/ESX/20100330/ESX400-201003001.zip" --server 10.10.10.1

ステップ 6 ESXまたは ESXiホストソフトウェアと Cisco VEMソフトウェアバンドルをコピーしたディレ
クトリに移動します。

例：

[root@serialport -]# cd tmp
[root@serialport tmp]#

ステップ 7 ホストをメンテナンスモードにします。

ステップ 8 次のように vihostupdateコマンドを入力します。
vihostupdate --install --bundle "[path to VMware Update offline bundle]", "[path to Cisco updated VEM
offline bundle] --server [vsphere host IP address]"

例：

この例は、クライアントから vihostupdateコマンドを使用して ESX 4.0, Update 3にアップグレー
ドする方法を示しています。

[root@serialport tmp]# vihostupdate --install --bundle
"/tmp/update-from-esx4.0-4.0_update03.zip", "/root/UPGRADE/BL/VEM400-201101406.zip --server
10.10.10.1
Enter username: root
Enter password:
Please wait installation in progress …
The update completed successfully, but the system needs to be rebooted for the changes to
be effective.
[root@serialport tmp]#

例：
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この例は、クライアントから vihostupdateコマンドを使用して ESX 4.1, Update 1にアップグレー
ドする方法を示しています。

[root@serialport tmp]# vihostupdate --install --bundle
"/tmp/update-from-esx4.1-4.1_update01.zip" , "/root/UPGRADE/BL/VEM410-201101407.zip" --server
10.10.10.1
Enter username: root
Enter password:
Please wait patch installation is in progress ...
The update completed successfully, but the system needs to be rebooted for the changes to
be effective.

ステップ 9 ホストをリブートします。

ステップ 10 インストールが成功したことを確認します。インストールに成功すると、正しいESXまたはESXi
のバージョンと、インストールされている正しい Cisco VEMソフトウェアバンドルが表示され
ます。

例：

この例は、正しい Cisco VEMソフトウェアバンドルがインストールされたことを確認する方法
を示しています。

[root@serialport tmp]# esxupdate query --vib-view | grep cross_cisco | grep installed
cross_cisco-vem-v130-esx_4.2.1.1.4.0.0-1.20.1 installed
2011-08-18T00:01:07.104096+00:00
[root@serialport tmp]# vmkload_mod -l | grep vem
vem-v130-svs-mux 0x418035e73000 0x4000 0x417ff6d1fc40 0x1000 56 Yes

vem-v130-pts 0x418035e77000 0x16000 0x417ff6d193c0 0x1000 57 Yes

この例は、ESX 4.0, Update 3がインストールされたことを確認する方法を示しています。

[root@serialport tmp]# vmware -v
VMware ESX 4.0.0 build-398348
[root@serialport tmp]#

この例は、ESX 4.1, Update 1がインストールされたことを確認する方法を示しています。

[root@serialport tmp]# vmware -v
VMware ESX 4.1.0 build-348481
[root@serialport tmp]#

ステップ 11 ホストをメンテナンスモードから削除します。

ステップ 12 ホストをパススルースイッチング（PTS）モードにします。

ステップ 13 vmk0管理インターフェイスを元のホストに移行します。

ステップ 14 VMの電源を投入するか、すべての VMを元のホストに移行します。

ESXi 5.0 および互換性のあるCisco VEM ソフトウェアバン
ドルへのホストのアップグレード

互換性のある Cisco VEMソフトウェアバンドルを使用した ESXi 5.0にホストをアップグレード
するには、CD、DVD、または USBドライブから対話形式でのアップグレードを使用するか、
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VMware vSphereUpdateManager（VUM）を使用することができます（オンラインアップグレード
とも呼びます）。

はじめる前に

ESXi 5.0ホストソフトウェアと Cisco VEMソフトウェアバンドルを /tmpディレクトリにコピー
しておきます。使用すべき正しいCiscoVEMソフトウェアバンドルを特定するには、『Hardware
and Software Interoperability Matrix for B Series Servers』を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco UCSをリリース 1.4にアップグレードし、ESXまたは ESXiホストを次のいずれかのリリー
スにアップグレードします。

• Release 4.0, Update 3、Cisco VEMソフトウェアバンドル v130-4.2.1.1.4.0.0-1.20.1.vib使用
（または、VUMを使用していた場合は v129-4.2.1.1.4.0.0-1.20.1.vib）

◦

◦ Release 4.1, Update 1、Cisco VEMソフトウェアバンドル v130-4.2.1.1.4.0.0-2.0.1.vibを使
用（または、VUMを使用していた場合は v129-4.2.1.1.4.0.0-2.0.1.vib）

詳細については、ESXまたは ESXi 4.0, Update 3か、ESXまたは ESXi 4.1, Update 1および互換性
のある Cisco VEMソフトウェアバンドルへのホストのアップグレード, （21ページ）を参照し
てください。

ステップ 2 Cisco UCSをリリース 2.0にアップグレードします。
詳細については、『Upgrading Cisco UCS from Release 1.4 to Release 2.0』を参照してください。

ステップ 3 VMware用 VM-FEXには、カスタム .vibファイルが必要な Cisco VEMがあるため、Cisco VEMソ
フトウェアバンドルを含むカスタム ESXインストール可能 ISOファイルを作成します。このカ
スタム ESXインストール可能 ISOファイルは、ESXi 5.0ホストアップグレードの一部としてイン
ストールされます。

詳細については、VMwareの vSphere 5.0用『vSphereUpgrade』マニュアルの「UpgradingHosts That
Have Third-Party Custom VIBs」のセクションを参照してください。

ステップ 4 ホストを ESXi 5.0にアップグレードし、カスタム ESXインストール可能 ISOファイルをインス
トールします。

詳細については、VMwareの vSphere 5.0用『vSphere Upgrade』マニュアルを参照してください。

VUMを使用してホストを ESXi 5.0にアップグレードすることもできます。詳細につい
ては、VUMを使用した Cisco VEMソフトウェアバンドルのインストールまたはアッ
プグレード, （21ページ）および VMwareのマニュアルを参照してください。

（注）
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ESX または ESXi ホスト上の Cisco VEM ソフトウェアバン
ドルのインストールまたはアップグレード

ホスト上に Cisco VEMソフトウェアバンドルをインストールするには、次の手順に従います。

この手順は、VMware VUMを使用して実行することもできます。詳細については、VUMを
使用した Cisco VEMソフトウェアバンドルのインストールまたはアップグレード, （21ペー
ジ）および VMwareのマニュアルを参照してください。

（注）

はじめる前に

• ESXホストまたは ESXiホストのソフトウェアと Cisco VEMソフトウェアバンドルを /tmp
ディレクトリにコピーしておきます。

使用しているESXまたはESXiのバージョンとCiscoUCSリリースに合った正しいCiscoVEM
ソフトウェアバンドルを決定するには、『Hardware and Software Interoperability Matrix for B
Series Servers』を参照してください。

手順

ステップ 1 ESXまたは ESXiホストソフトウェアと Cisco VEMソフトウェアバンドルをコピーしたディレ
クトリに移動します。

例：

[root@serialport -]# cd tmp
[root@serialport tmp]#

ステップ 2 ホストがESXiRelease 5にある場合は、ステップ 3に進みます。ホストがESXまたはESXiRelease
4.0または 4.1にある場合は、次のいずれかを実行します。

•このインストールまたはアップグレードをクライアントからリモートで行う場合は、ホスト
をメンテナンスモードにし、次の vihostupdateコマンドを入力します。

vihostupdate --install --bundle [path to desired offline Cisco VEM software bundle] --server [vsphere
host IP address]

例：

次の例は、CiscoVEMソフトウェアバンドルをリモートでインストールまたはアップグレードす
る方法を示しています。

[root@serialport ~]# vihostupdate --install --bundle VEM400-201108405.zip --server 192.0.2.1
Enter username: root
Enter password:
Please wait patch installation is in progress ...
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Host updated successfully.

•このインストールまたはアップグレードを、ESXまたは ESXiホスト上でローカルに実行す
る場合は、各ホストに個別にログインし、/tmpディレクトリで esxupdateコマンドを使用し
て、VEMソフトウェアをインストールします。ソフトウェアが手動でホストにロードされ、
カーネルモジュールがロードされ、実行中のシステム上で VEM Agentが起動します。
esxupdate --bundle [VMware offline update bundle] update

例：

次の例は、ホスト上でローカルに Cisco VEMソフトウェアバンドルをインストールまたはアッ
プグレードする方法を示しています。

~ # esxupdate -b cross_cisco-vem-v132-4.2.1.1.4.1.0-1.20.4.vib update
cross_cisco-vem-v132-4.2.1.1.4.1.0-1.20.4.vib
############################################################################################
[100%]

Unpacking cross_cisco-vem-v132-esx_4.2.1.1.4.1.0-1.20.4.vib
############################################################################################
[100%]

Installing packages :cross_cisco-vem-v132-esx_4.2.1.1.4.1.0-1.2..
############################################################################################
[100%]

Running [/usr/sbin/vmkmod-install.sh]...
ok.

ステップ 3 ホストが ESXi Release 5.0にある場合は、次のいずれかを実行します。

•このインストールまたはアップグレードをクライアントからリモートで行う場合は、ホスト
をメンテナンスモードにし、次のように esxcliコマンドを入力します。

esxcli --server Server-IP-Address software vib install --viburl URL-Path-to-vib

例：

次の例は、このインストールまたはアップグレードをクライアントからリモートで実行する方法

を示しています。

# esxcli --server 30.20.41.197 software vib install --viburl
http://192.0.2.1/cross_cisco-vem-v132-4.2.1.1.4.1.0-3.0.4.vib
Enter username: root
Enter password:
Installation Result

Message: Operation finished successfully.
Reboot Required: false
VIBs Installed: Cisco_bootbank_cisco-vem-v132-esx_4.2.1.1.4.1.0-3.0.4
VIBs Removed:
VIBs Skipped:

•このインストールまたはアップグレードをホスト上でローカルに実行する場合は、各ホスト
に個別にログインし、/tmpディレクトリで次のコマンドを入力します。
esxcli software vib install -v /vib-file
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例：

次の例は、このインストールまたはアップグレードをホスト上でローカルに実行する方法を示し

ています。

# esxcli software vib install -v /cross_cisco-vem-v132-4.2.1.1.4.1.0-3.0.4.vib
Installation Result

Message: Operation finished successfully.
Reboot Required: false
VIBs Installed: Cisco_bootbank_cisco-vem-v132-esx_4.2.1.1.4.1.0-3.0.4
VIBs Removed:
VIBs Skipped:

ステップ 4 （任意）次のコマンドを使用して、CiscoVEMソフトウェアバンドルのインストールまたはアッ
プグレードが ESXまたは ESXi 4.0、4.1、5.0ホスト上で成功したことを確認します。
esxcli software vib get | grep name

vmkload_mod -l |grep pts

例：

次の例は、Cisco VEMソフトウェアバンドルのインストールまたはアップグレードが ESX 4.1ホ
スト上で成功したことを確認する方法を示しています。

~ # esxupdate query --v |grep cisco
cross_cisco-vem-v132-esx_4.2.1.1.4.1.0-2.0.4 installed
2011-09-04T20:03:24.794110+00:00
~ # vmkload_mod -l |grep pts
mptsas 2 256
vem-v132-pts 0 132
~ #
#

Cisco VEM ソフトウェアバンドルのアンインストール
ホストから Cisco VEMソフトウェアバンドルをアンインストールするには、次の手順に従いま
す。使用するコマンドは、ホストからソフトウェアを削除し、カーネルモジュールを削除し、実

行システムで VEM Agentを停止します。

はじめる前に

•ホストがどの DVSにも属していないことを確認します。確認するには、次に示すアクティ
ブポートをすべて DVSから削除します。

• VMwareカーネル NIC

•仮想スイッチインターフェイス

•仮想 NIC

•セキュアシェル（SSH）を使用して ESXまたは ESXiホストにリモートでログインしておき
ます。
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手順

ステップ 1 ホストが ESXiリリース 5.0にある場合は、ステップ 2に進みます。ホストが ESXまたは ESXi
リリース 4.0または 4.1にある場合は、esxupdate remove -b VEM_nameコマンドを使用して Cisco
VEMソフトウェアバンドルをアンインストールします。

例：

次の例は、ESXまたは ESXiリリース 4.1のホストから Cisco VEMソフトウェアバンドルを削除
する方法を示しています。

[root@serialport ~]# esxupdate remove -b cross_cisco-vem-v132-esx_4.2.1.1.4.1.0-2.0.4
Removing cisco-vem-v132-esx
#######################################################################################
[100%]

Running [/usr/sbin/vmkmod-install.sh]...
ok.
[root@serialport ~]# esxupdate query --v |grep cisco
cross_cisco-vem-v132-esx_4.2.1.1.4.1.0-2.0.4 uninstalled

2011-09-05T09:04:51.096141-07:00
[root@serialport ~]#

ステップ 2 ESXi 5.0ホストの場合は、esxcli software vib remove -n --maintenance-mode [Cisco VEM bundle

software name] コマンドを使用して Cisco VEMソフトウェアバンドルをアンインストールしま
す。

例：

次の例は、ESXiリリース 5.0のホストから Cisco VEMソフトウェアバンドルを削除する方法を
示しています。

# esxcli software vib remove --maintenance-mode -n cisco-vem-v132-esx
Removal Result

Message: Operation finished successfully.
Reboot Required: false
VIBs Installed:
VIBs Removed: Cisco_bootbank_cisco-vem-v132-esx_4.2.1.1.4.1.0-3.0.4
VIBs Skipped:

ステップ 3 ホストが ESXiリリース 5.0にある場合は、ステップ 4に進みます。ホストが ESXまたは ESXi
リリース 4.0または 4.1にある場合は、esxupdate query --v |grep ciscoコマンドの出力を確認し

て、ソフトウェアが正常にアンインストールされたことを確認します。

例：

次の例は、ESXまたは ESXiリリース 4.1ホストで Cisco VEMソフトウェアバンドルが正常にア
ンインストールされたことを確認する方法を示しています。

[root@serialport ~]# esxupdate query --v |grep cisco
cross_cisco-vem-v132-esx_4.2.1.1.4.1.0-2.0.4 uninstalled

2011-09-05T09:04:51.096141-07:00
[root@serialport ~]#

ステップ 4 ESXi 5.0ホストの場合は、 esxcli software vib get | grep ciscoコマンドの出力を確認して、ソフト
ウェアが正常にアンインストールされたことを確認します。
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例：

~ # esxcli software vib get |grep cisco
~ #

ステップ 5 システムをリブートします。

VMware 用 Cisco UCS Manager VM-FEX GUI コンフィギュレーションガイド
   OL-25368-01-J 29

Cisco VEM ソフトウェアバンドルのインストール
Cisco VEM ソフトウェアバンドルのアンインストール



   VMware 用 Cisco UCS Manager VM-FEX GUI コンフィギュレーションガイド
30 OL-25368-01-J  

Cisco VEM ソフトウェアバンドルのインストール
Cisco VEM ソフトウェアバンドルのアンインストール



第 4 章

[Configure VMware Integration] ウィザードの
使用

この章の内容は、次のとおりです。

• [Configure VMware Integration]ウィザードの概要, 31 ページ

• ウィザードでの VMware統合の設定, 32 ページ

[Configure VMware Integration]ウィザードの概要
[Configure VMware Integration]ウィザードでは単一アクセスが提供され、Cisco UCS Managerに固
有の基本的な設定手順を実行できます。ウィザードでは、vCenterのすべての設定を対象としてい
るわけではありません。たとえば、データセンターが含まれる vCenterサーバフォルダを含む
DVS構造は作成しません。 vCenterサーバとデータセンターの間のフォルダが必要な場合は、こ
のウィザードを使用しないでください。

このウィザードを使用して、統合を完了するためにVMware vCenterで実行する必要がある設定手
順を実行することはできません。

[Configure VMware Integration]ウィザードでは、次の設定手順を実行できます。

1 VMware vCenterへの接続を確立するために vCenter拡張ファイルをエクスポートします。

VMware vCenterで vCenter拡張キーをプラグインとして登録する必要があります。この手順は
[Configure VMware Integration]ウィザードでは実行できません。

2 vCenterサーバ、データセンター、DVSフォルダ、および DVSを含む 1つの VMware vCenter
Distributed Virtual Switch（DVS）の構造を定義します。

3 ポートプロファイルとプロファイルクライアントを定義します。

4 設定を VMware vCenterに適用します。
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ウィザードで統合手順を完了したら、VMware vCenterにログインし、VMとポートプロファイル
を DVSに関連付ける必要があります。 VMware vCenterでは、ポートプロファイルはポートグ
ループとして表示されます。

ウィザードでの VMware 統合の設定
このウィザードを使用したくない場合は、これらの各手順を個別に実行できます。

はじめる前に

[Configure VMware Integration]ウィザードを使用する前に、次の手順を実行します。

• VN-Linkの VMware ESXホストを設定します。

• VN-Linkの VMware vCenterインスタンスを設定します。

•ハードウェアの VN-Linkの証明書を設定します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All]ノードを展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で [Configure VMware Integration]をクリックします。

ステップ 5 [Configure VMware Integration]ウィザードで、次の手順を実行します。

•ページ 1：vCenterサーバへの接続の確立, （32ページ）

•ページ 2：VMware vCenter分散仮想スイッチの定義, （33ページ）

•ページ 3：ポートプロファイルの定義, （36ページ）

•ページ 4：vCenterサーバへのポートプロファイルおよび設定の適用, （38ページ）

ページ 1：vCenter サーバへの接続の確立
この手順は、ウィザードでのVMware統合の設定の手順に直接従います。この手順では、[Configure
VMware Integration]ウィザードを使用して VMware vCenterへの接続を確立する方法について説明
します。

vCenter拡張キーファイルをすでにエクスポートおよび登録した場合は、このページを省略し、次
のページに進むことができます。
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はじめる前に

カスタム拡張キーを使用する場合、この手順を実行する前に、（オプション）vCenter拡張キーの
修正に従って拡張キーを変更する必要があります。

手順

ステップ 1 vCenter拡張ファイルをエクスポートするには、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

VMware vCenterバージョン 4.0アップデート 1以降の場合。

単一の vCenter拡張キーファイルをエクスポートします。

Export

VMware vCenterバージョン 4.0の場合。

9つの vCenter拡張キーファイルをエクスポートします。

Export Multiple

ステップ 2 [Export vCenter Extension]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Save Location]フィールドに、拡張ファイルを保存するディレクトリへのパスを入力します。
パスが不明である場合は、[...]ボタンをクリックして保存場所を参照します。

b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerによって拡張ファイルが生成され、指定の場所に保存されます。

ステップ 3 ダウンロードされたファイルを VMware vCenter上の場所にコピーします。

ステップ 4 VMware vCenterで vCenter拡張ファイルを登録します。
詳細については、VMwarevCenterでのvCenter拡張ファイルの登録と、[ConfigureVMware Integration]
ウィザードのこのページの指示を参照してください。

ステップ 5 [Next]をクリックします。

次の作業

ページ 2：VMware vCenter分散仮想スイッチの定義の手順を実行します。

ページ 2：VMware vCenter 分散仮想スイッチの定義
この手順は、ページ 1：vCenterサーバへの接続の確立, （32ページ）の手順に続けて行います。
この手順では、[Configure VMware Integration]ウィザードを使用して VMware vCenterで分散仮想
スイッチのコンポーネントを定義する方法について説明します。
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手順

ステップ 1 [vCenter Server]領域で、次のフィールドに値を入力してVMware vCenterへの接続を定義します。

説明名前

vCenterサーバのユーザ定義名。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。スペース
と、-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、およ
び .（ピリオド）以外の特殊文字は使用できず、オブジェクトを
保存した後でこの名前を変更できません。

[vCenter Server Name]フィール
ド

vCenterサーバの説明。

256文字以下で入力します。^（キャラット）、\（バックスラッ
シュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引用
符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）を除
いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

vCenterサーバのホスト名または IPアドレス。

IPアドレスではなくホスト名を使用する場合、Cisco
UCS Managerで DNSサーバを設定する必要がありま
す。

（注）

[vCenter Server Hostname or IP
Address]フィールド

ステップ 2 [Datacenter]領域で、次のフィールドに値を入力して VMware vCenterでデータセンターを作成し
ます。

説明名前

vCenter Datacenterの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。スペース
と、-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、およ
び .（ピリオド）以外の特殊文字は使用できず、オブジェクトを
保存した後でこの名前を変更できません。

[vCenterDatacenterName]フィー
ルド

データセンターのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。^（キャラット）、\（バックスラッ
シュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引用
符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）を除
いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ステップ 3 [DVSFolder]領域で、次のフィールドに値を入力して分散仮想スイッチを含むフォルダをVMware
vCenterで作成します。
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説明名前

Distributed Virtual Switch（DVS）を含むフォルダの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。スペース
と、-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、およ
び .（ピリオド）以外の特殊文字は使用できず、オブジェクトを
保存した後でこの名前を変更できません。

[Folder Name]フィールド

フォルダのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。^（キャラット）、\（バックスラッ
シュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引用
符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）を除
いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ステップ 4 [DVS]領域で、次のフィールドに値を入力して VMware vCenterで分散仮想スイッチを作成しま
す。

説明名前

DVSの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。スペース
と、-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、およ
び .（ピリオド）以外の特殊文字は使用できず、オブジェクトを
保存した後でこの名前を変更できません。

[DVS Name]フィールド

DVSのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。^（キャラット）、\（バックスラッ
シュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引用
符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）を除
いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• disable

• enable

DVSをディセーブルにした場合、Cisco UCSManagerは DVSに
関連する設定の変更を VMware vCenterにプッシュしません。

[DVS]フィールド

b

ステップ 5 [Next]をクリックします。
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次の作業

ページ 3：ポートプロファイルの定義, （36ページ）の手順を実行します。

ページ 3：ポートプロファイルの定義
この手順は、ページ 2：VMware vCenter分散仮想スイッチの定義の手順に続けて行います。この
手順では、[ConfigureVMware Integration]ウィザードを使用してVMware vCenterで分散仮想スイッ
チのコンポーネントを定義する方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Port Profile]領域で、次のフィールドに値を入力してポートプロファイルを定義します。

説明名前

ポートプロファイルのユーザ定義名。

この名前には、1～ 31文字の ASCII英数字を使用できます。
スペースと、-（ハイフン）、_（アンダースコア）、.（ピリオ
ド）、および:（コロン）以外の特殊文字は使用できず、オブ
ジェクトを保存した後でこの名前を変更できません。

[Name]フィールド

ポートプロファイルのユーザ定義の説明。

256文字以下で入力します。^（キャラット）、\（バックスラッ
シュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引用
符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）を除
いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

このポートプロファイルと関連付けられるQuality Of Serviceポ
リシー。

[QoS Policy]ドロップダウンリ
スト

このポートプロファイルと関連付けられるネットワーク制御ポ

リシー。

[Network Control Policy]ドロッ
プダウンリスト

このポートプロファイルと関連付けることが可能なポートの最

大数。デフォルトは 64ポートです。

1つの分散仮想スイッチ（DVS）に関連付けることができるポー
トの最大数は 4096です。 DVSに関連付けられたポートプロ
ファイルが 1つだけの場合は、そのポートプロファイルに最大
4096個のポートを設定できます。しかし、DVSに関連付けら
れたポートプロファイルが複数ある場合は、それらのポートプ

ロファイルに関連付けられたポートの総数が4096を超えること
はできません。

[Max Ports]フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [None]：仮想マシンとの間のトラフィックはDVSをパスス
ルーします。

• [High Performance]：仮想マシンとの間のトラフィックは
DVSとハイパーバイザをバイパスし、仮想マシンと仮想イ
ンターフェイスカード（VIC）アダプタに直接転送されま
す。

[Host Network IO Performance]
フィールド

このポートプロファイルと関連付けられるピングループ。[Pin Group]ドロップダウンリ
スト

ステップ 2 [VLANs]領域で次の作業を行い、ポートプロファイルに 1つ以上の VLANを割り当てます。
a) [Select]カラムで、ポートプロファイルで使用する各 VLANの適切な行のチェックボックスを
オンにします。

b) [Native VLAN]カラムで、ネイティブ VLANとして指定する VLANの適切な行のオプション
ボタンをクリックします。

ステップ 3 [Client Profile]領域で次の作業を行い、ポートプロファイルのプロファイルクライアントを作成
します。

説明名前

プロファイルクライアントのユーザ定義名。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。スペース
と、-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、およ
び .（ピリオド）以外の特殊文字は使用できず、オブジェクトを
保存した後でこの名前を変更できません。

[Name]フィールド

クライアントのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。^（キャラット）、\（バックスラッ
シュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引用
符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）を除
いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ドロップダウンリストからデータセンターを選択するか、この

プロファイルクライアントをすべてのデータセンターに適用す

る場合には [All]を選択します。

[Datacenter]ドロップダウンリ
スト

ドロップダウンリストからフォルダを選択するか、このプロ

ファイルクライアントをすべてのフォルダに適用する場合には

[All]を選択します。

[Folder]ドロップダウンリスト
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説明名前

ドロップダウンリストから仮想スイッチを選択するか、このプ

ロファイルクライアントをすべての仮想スイッチに適用する場

合には [All]を選択します。

[Distributed Virtual Switch]ド
ロップダウンリスト

ステップ 4 [Next]をクリックします。

次の作業

VMware vCenterで仮想マシンの設定を完了します。

ページ 4：vCenter サーバへのポートプロファイルおよび設定の適用
この手順は、ページ 3：ポートプロファイルの定義, （36ページ）の手順に直接従います。この
手順では、[Configure VMware Integration]ウィザードを使用して vCenterサーバにポートプロファ
イルを適用する方法について説明します。

手順

ステップ 1 [Configure VMware Integration]ウィザードの該当するページのテキストを確認します。

ステップ 2 [Finish]をクリックします。
CiscoUCSManager vCenterサーバに接続し、指定されたDVSを作成し、ポートプロファイルを適
用します。

次の作業

VMware vCenterで、VMとポートプロファイルを DVSに関連付けます。 VMware vCenterでは、
ポートプロファイルはポートグループとして表示されます。
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第 5 章

Cisco UCS Manager の VMware vCenter への接
続

この章の内容は、次のとおりです。

• 拡張キーを使用した接続, 39 ページ

• （オプション）vCenter拡張キーの修正, 39 ページ

• vCenter拡張ファイルのエクスポート： Cisco UCS Manager , 40 ページ

• VM-FEXの証明書の設定, 41 ページ

• ファブリックインターコネクトへの証明書のコピー, 41 ページ

• VMware vCenterでの vCenter拡張ファイルの登録, 42 ページ

• VM-FEXの証明書の作成, 43 ページ

• VM-FEXの証明書の削除, 44 ページ

拡張キーを使用した接続

（オプション）vCenter 拡張キーの修正
vCenter拡張キーは、次のような場合に修正できます。

•システムを識別しやすくする場合。vCenter拡張キーに、デフォルトの ID文字列よりもわか
りやすい名前を付けることができます。

• 2つの Cisco UCSドメインが同じ VMware vCenterインスタンスに接続する場合。それらのイ
ンスタンスは、同じ拡張キーと証明書を使用する必要があります。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All]ノードを展開します。

ステップ 3 [VM]タブの [VMWare]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で [Modify Extension Key]をクリックします。

ステップ 6 [Modify Extension Key]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Key]フィールドで、必要に応じてキーを修正します。

vCenter拡張キーに使用できる最大文字数は 33文字です。これらの文字には、英数字またはハ
イフンを使用できます。その他の文字やスペースは拡張キーには使用できません。

b) [OK]をクリックします。

次の作業

Cisco UCS Managerから 1つまたは複数の vCenter拡張ファイルをエクスポートします。

vCenter 拡張ファイルのエクスポート：Cisco UCS Manager
使用している VMware vCenterのバージョンによって、1つの拡張ファイルまたは 9つの拡張ファ
イルの集合を生成できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All]ノードを展開します。

ステップ 3 [VM]タブの [VMWare]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、次のリンクのいずれかをクリックします。

説明オプション

vCenter Version 4.0 Update 1以降の場合。Export vCenter Extension

vCenter Version 4.0の場合Export Multiple vCenter Extensions

ステップ 6 [Export vCenter Extension]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Save Location]フィールドに、拡張ファイルを保存するディレクトリへのパスを入力します。
パスが不明である場合は、[...]ボタンをクリックして保存場所を参照します。
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b) [OK]をクリックします。

Cisco UCS Managerによって拡張ファイルが生成され、指定の場所に保存されます。

次の作業

VMware vCenterに vCenter拡張ファイルを登録します。

VM-FEX の証明書の設定

ファブリックインターコネクトへの証明書のコピー

はじめる前に

証明書を取得します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ローカル管理モードを開始します。UCS-A# connect local-mgmtステップ 1   

コピー元からコピー先まで証明書をコピーします。

from-filesystem: 引数には、次のいずれかの構文を使
用します。

UCS-A(local-mgmt)# copy
from-filesystem: [ from-path ]
filename to-filesystem: [ to-path ]
filename

ステップ 2   

• ftp:// username@server-ip-addr

• scp:// username@server-ip-addr

• sftp:// username@server-ip-addr

• tftp:// server-ip-addr : port-num

to-filesystem: 引数には、次のいずれかの構文を使用
します。

• Volatile:

•Workspace:

次の例は、FTPを使用して証明書（certificate.txt）を作業スペースの tempフォルダにコピーする
方法を示しています。

UCS-A # connect local-mgmt
Cisco UCS 6100 Series Fabric Interconnect
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TAC support: http://www.cisco.com/tac

Copyright (c) 2009, Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

The copyrights to certain works contained herein are owned by
other third parties and are used and distributed under license.
Some parts of this software may be covered under the GNU Public
License or the GNU Lesser General Public License. A copy of
each such license is available at
http://www.gnu.org/licenses/gpl.html and
http://www.gnu.org/licenses/lgpl.html

UCS-A(local-mgmt)# copy ftp://192.168.10.10/certs/certificate.txt
workspace:/temp/certificate.txt
UCS-A(local-mgmt)#

次の作業

VM-FEXの証明書を作成します。

VMware vCenter での vCenter 拡張ファイルの登録
VMware vCenterでは、vCenter拡張ファイルはプラグインと呼ばれます。

はじめる前に

CiscoUCSManagerから vCenter拡張ファイルをエクスポートします。エクスポートされた vCenter
拡張ファイルは、VMware vCenterからアクセス可能な場所に保存されるようにしてください。

手順

ステップ 1 VMware vCenterで、[Plug-ins] > [Manage Plug-ins]を選択します。

ステップ 2 [Plug-in Manager]ダイアログボックスで、[Available Plug-ins]セクションの下の空いているスペー
スを右クリックし、[New Plug-in]をクリックします。

ステップ 3 [Browse]をクリックし、vCenter拡張ファイルが保存されている場所に移動します。

ステップ 4 vCenter拡張ファイルをクリックし、[Open]をクリックします。

ステップ 5 [Register Plug-in]をクリックします。

ステップ 6 [Security Warning]ダイアログボックスが表示されたら、[Ignore]をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
vCenter拡張ファイルが、使用可能な VMware vCenterプラグインとして登録されます。プラグイ
ンをインストールする必要はありません。代わりに、使用可能な状態のままにしておきます。複

数のvCenter拡張ファイルを登録している場合は、すべてのファイルが登録されるまでこの手順を
繰り返します。
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VM-FEXの証明書の作成
はじめる前に

証明書をファブリックインターコネクトにコピーします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All]ノードを展開します。

ステップ 3 [VM]タブの [VMWare]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Certificates]タブをクリックします。

ステップ 5 テーブルの右側のアイコンバーの [+]をクリックします。
[+]アイコンがディセーブルの場合、テーブルのエントリをクリックして、イネーブルにします。

ステップ 6 [Create Key Ring]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

キーリングの名前。

510文字以下の ASCII文字を入力します。この名前は、オブ
ジェクトが保存された後で変更できません。

[Name]フィールド

次のいずれかになります。

• Workspace

• Volatile

[Protocol]フィールド

このキーリングに関連付けられた証明書ファイルの名前。[Certificate File]フィールド

サーバ上の証明書ファイルのパス。[Path]フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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VM-FEXの証明書の削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All]ノードを展開します。

ステップ 3 [VM]タブの [VMWare]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Certificates]タブをクリックします。

ステップ 5 [Key Rings]テーブルで、削除する証明書をクリックします。

ステップ 6 削除する証明書を右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 6 章

Cisco UCS での分散仮想スイッチの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• 分散仮想スイッチ, 45 ページ

• DVSの作成の概要： Cisco UCS Manager, 45 ページ

• 分散仮想スイッチの設定, 46 ページ

• 分散仮想スイッチの管理, 49 ページ

分散仮想スイッチ
CiscoUCSの分散仮想スイッチ（DVS）は、ESXハイパーバイザの vSwitchに沿って動作するソフ
トウェアベースの仮想スイッチであり、複数のESXホストに分散できます。独自のローカルポー
ト設定を使用する vSwitchとは異なり、複数のESXホストと関連付けられたDVSはすべてのESX
ホストで同じポート設定を使用します。

ESXホストと DVSの関連付けが行われると、vSwitchの代わりに DVSを使用するために vSwitch
から DVSに既存の VMを移行できます。 VMware用 VM-FEXの実装により、VMが DVSを使用
する場合、すべての VMトラフィックが DVSをパススルーし、ファブリックインターコネクト
によって ASICベースのスイッチングが行われます。

DVS の作成の概要： Cisco UCS Manager
Cisco UCS Managerで分散仮想スイッチ（DVS）を作成するには、まず vCenter、vCenterの下に
データセンター、およびデータセンターの下にデータセンターフォルダを作成する必要がありま

す。その後、データフォルダに DVSを作成できます。 Cisco UCS Managerで指定する vCenter名
は、VMware vCenterに指定されている vCneter名と一致する必要はありませんが、Cisco UCS
Managerで指定するデータセンター名は VMware vCenterに指定されているデータセンター名と一
致する必要があります。 Cisco UCS Managerで作成するデータセンターフォルダと DVSは、
VMware vCenterにプッシュされます。
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分散仮想スイッチの設定

はじめる前に

最初にVMware vCenterでデータセンターを作成する必要があります。フォルダはVMware vCenter
のデータセンターや DVSの内部に作成しないでください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All]ノードを展開します。

ステップ 3 [VMWare]ノードを右クリックし、[Configure vCenter]を選択します。

ステップ 4 [Configure vCenter]ページで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

vCenterフォルダの名前。

この名前には、1～ 16文字を使用できます。スペースと、
`（アクセント記号）、^（キャラット）、"（二重引用
符）、'（一重引用符）、/（スラッシュ）、\（バックスラッ
シュ）、<（小なり記号）、または>（大なり記号）以外の
ASCII文字を使用できます。

[Name]フィールド

フォルダのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 ^（キャラット）、\（バックス
ラッシュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引
用符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）
を除いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

b) [Next]をクリックします。

ステップ 5 [Create Folder]ページで、次のいずれかをクリックします。

説明オプション

次のページに移動します。 vCenter構造でデータセンターを上位フォルダに
含める必要がない場合は、このオプションを選択します。

このオプションを選択した場合は、ステップ 7に進みます。

Next
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説明オプション

[Create Folder]ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで
は、データセンター上に上位フォルダを追加できます。

このオプションを選択した場合は、ステップ 6に進みます。

Add

ステップ 6 （任意） [Create Folder]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

vCenterフォルダの名前。

この名前には、1～ 16文字を使用できます。スペースと、
`（アクセント記号）、^（キャラット）、"（二重引用
符）、'（一重引用符）、/（スラッシュ）、\（バックスラッ
シュ）、<（小なり記号）、または>（大なり記号）以外の
ASCII文字を使用できます。

[Name]フィールド

フォルダのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 ^（キャラット）、\（バックス
ラッシュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引
用符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）
を除いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

b) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create Datacenter]ページで、次の手順を実行します。
a) [Add]をクリックします。
b) [Create Datacenter]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

データセンターの名前。

この名前には、1～ 16文字を使用できます。スペースと、
`（アクセント記号）、^（キャラット）、"（二重引用
符）、'（一重引用符）、/（スラッシュ）、\（バックスラッ
シュ）、<（小なり記号）、または>（大なり記号）以外の
ASCII文字を使用できます。

Cisco UCS Managerで指定したデータセンター名は、VMware
vCenterで作成済みのデータセンターの名前と一致している必
要があります。

[Name]フィールド
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説明名前

データセンターのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 ^（キャラット）、\（バックス
ラッシュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引
用符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）
を除いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

c) [Next]をクリックします。

ステップ 8 [Create Folder]ページで次の手順を実行してデータセンターでフォルダを作成します。
a) [Add]をクリックします。
b) [Create Folder]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vCenterフォルダの名前。

この名前には、1～ 16文字を使用できます。スペースと、
`（アクセント記号）、^（キャラット）、"（二重引用
符）、'（一重引用符）、/（スラッシュ）、\（バックスラッ
シュ）、<（小なり記号）、または>（大なり記号）以外の
ASCII文字を使用できます。

[Name]フィールド

フォルダのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 ^（キャラット）、\（バックス
ラッシュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引
用符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）
を除いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

c) [Next]をクリックします。

ステップ 9 [Create Distributed Virtual Switches]ページで次の手順を実行してフォルダに分散仮想スイッチを作
成します。

a) [Add]をクリックして、分散仮想スイッチをフォルダに追加します。
b) [CreateDistributedVirtual Switches]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

分散仮想スイッチの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。スペー
スと、-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、
および .（ピリオド）以外の特殊文字は使用できず、オブジェ
クトを保存した後でこの名前を変更できません。

[Name]フィールド
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説明名前

分散仮想スイッチのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 ^（キャラット）、\（バックス
ラッシュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引
用符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）
を除いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• Enabled

• Disabled

DVSをディセーブルにした場合、Cisco UCS Managerは DVS
に関連する設定の変更を VMware vCenterにプッシュしませ
ん。

[Admin State]フィールド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 10 すべてのデータセンター、フォルダ、およびDVSを vCenterに追加したら、[Finish]をクリックし
ます。

ウィザードを終了するために、[Finish]を何度かクリックする必要がある場合があります。任意の
ページで停止して、別のデータセンター、フォルダ、または DVSを追加できます。

分散仮想スイッチの管理

既存の vCenter へのフォルダの追加
既存の vCenter内にフォルダを追加し、その中にデータセンターを配置することができます。た
だし、このフォルダは任意です。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [VMWare]ノードを展開します。

ステップ 3 データセンターを追加する vCenterを右クリックして、[Create Folder]を選択します。

ステップ 4 （任意） [Create Folder]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) 次のフィールドに入力します。
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説明名前

vCenterフォルダの名前。

この名前には、1～ 16文字を使用できます。スペースと、
`（アクセント記号）、^（キャラット）、"（二重引用
符）、'（一重引用符）、/（スラッシュ）、\（バックスラッ
シュ）、<（小なり記号）、または>（大なり記号）以外の
ASCII文字を使用できます。

[Name]フィールド

フォルダのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 ^（キャラット）、\（バックス
ラッシュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引
用符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）
を除いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

b) [Next]をクリックします。

ステップ 5 [Create Datacenter]ページで、次の手順を実行します。
a) [Add]をクリックします。
b) [Create Datacenter]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

データセンターの名前。

この名前には、1～ 16文字を使用できます。スペースと、
`（アクセント記号）、^（キャラット）、"（二重引用
符）、'（一重引用符）、/（スラッシュ）、\（バックスラッ
シュ）、<（小なり記号）、または>（大なり記号）以外の
ASCII文字を使用できます。

Cisco UCS Managerで指定したデータセンター名は、VMware
vCenterで作成済みのデータセンターの名前と一致している必
要があります。

[Name]フィールド

データセンターのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 ^（キャラット）、\（バックス
ラッシュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引
用符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）
を除いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

c) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create Folder]ページで次の手順を実行してデータセンターでフォルダを作成します。
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a) [Add]をクリックします。
b) [Create Folder]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vCenterフォルダの名前。

この名前には、1～ 16文字を使用できます。スペースと、
`（アクセント記号）、^（キャラット）、"（二重引用
符）、'（一重引用符）、/（スラッシュ）、\（バックスラッ
シュ）、<（小なり記号）、または>（大なり記号）以外の
ASCII文字を使用できます。

[Name]フィールド

フォルダのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 ^（キャラット）、\（バックス
ラッシュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引
用符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）
を除いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

c) [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create Distributed Virtual Switches]ページで次の手順を実行してフォルダに分散仮想スイッチを作
成します。

a) [Add]をクリックして、分散仮想スイッチをフォルダに追加します。
b) [CreateDistributedVirtual Switches]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

分散仮想スイッチの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。スペー
スと、-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、
および .（ピリオド）以外の特殊文字は使用できず、オブジェ
クトを保存した後でこの名前を変更できません。

[Name]フィールド

分散仮想スイッチのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 ^（キャラット）、\（バックス
ラッシュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引
用符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）
を除いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• Enabled

• Disabled

DVSをディセーブルにした場合、Cisco UCS Managerは DVS
に関連する設定の変更を VMware vCenterにプッシュしませ
ん。

[Admin State]フィールド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 8 すべてのデータセンター、フォルダ、および DVSをフォルダに追加したら、[Finish]をクリック
します。

ウィザードを終了するために、[Finish]を何度かクリックする必要がある場合があります。任意の
ページで停止して、別のデータセンター、フォルダ、または DVSを追加できます。

既存の vCenter へのデータセンターの追加

はじめる前に

最初にVMware vCenterでデータセンターを作成する必要があります。フォルダはVMware vCenter
のデータセンターや DVSの内部に作成しないでください。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [VMWare]ノードを展開します。

ステップ 3 データセンターを追加する vCenterを右クリックして、[Create Datacenter]を選択します。

ステップ 4 [Create Datacenter]ページで、次の手順を実行します。
a) [Add]をクリックします。
b) [Create Datacenter]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

データセンターの名前。

この名前には、1～ 16文字を使用できます。スペースと、
`（アクセント記号）、^（キャラット）、"（二重引用
符）、'（一重引用符）、/（スラッシュ）、\（バックスラッ
シュ）、<（小なり記号）、または>（大なり記号）以外の
ASCII文字を使用できます。

Cisco UCS Managerで指定したデータセンター名は、VMware
vCenterで作成済みのデータセンターの名前と一致している必
要があります。

[Name]フィールド

データセンターのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 ^（キャラット）、\（バックス
ラッシュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引
用符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）
を除いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

c) [Next]をクリックします。

ステップ 5 [Create Folder]ページで次の手順を実行してデータセンターでフォルダを作成します。
a) [Add]をクリックします。
b) [Create Folder]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vCenterフォルダの名前。

この名前には、1～ 16文字を使用できます。スペースと、
`（アクセント記号）、^（キャラット）、"（二重引用
符）、'（一重引用符）、/（スラッシュ）、\（バックスラッ
シュ）、<（小なり記号）、または>（大なり記号）以外の
ASCII文字を使用できます。

[Name]フィールド

フォルダのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 ^（キャラット）、\（バックス
ラッシュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引
用符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）
を除いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

VMware 用 Cisco UCS Manager VM-FEX GUI コンフィギュレーションガイド
   OL-25368-01-J 53

Cisco UCS での分散仮想スイッチの設定
既存の vCenter へのデータセンターの追加



c) [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create Distributed Virtual Switches]ページで次の手順を実行してフォルダに分散仮想スイッチを作
成します。

a) [Add]をクリックして、分散仮想スイッチをフォルダに追加します。
b) [CreateDistributedVirtual Switches]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

分散仮想スイッチの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。スペー
スと、-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、
および .（ピリオド）以外の特殊文字は使用できず、オブジェ
クトを保存した後でこの名前を変更できません。

[Name]フィールド

分散仮想スイッチのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 ^（キャラット）、\（バックス
ラッシュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引
用符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）
を除いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• Enabled

• Disabled

DVSをディセーブルにした場合、Cisco UCS Managerは DVS
に関連する設定の変更を VMware vCenterにプッシュしませ
ん。

[Admin State]フィールド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 7 データセンターにすべてのフォルダと分散仮想スイッチを追加し終えたら、[Finish]をクリックし
ます。

ウィザードを終了するために、[Finish]を何度かクリックする必要がある場合があります。任意の
ページで停止して、別のフォルダまたは DVSをデータセンターに追加できます。
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データセンターへのフォルダの追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [VMWare]ノードを展開します。

ステップ 3 フォルダを追加するデータセンターが含まれている vCenterを展開します。

ステップ 4 フォルダを追加するデータセンターを右クリックして、[Create Folder]を選択します。

ステップ 5 [Create Folder]ページで、次の手順を実行してデータセンターにフォルダを追加します。
a) 次のフィールドに入力します。

説明名前

vCenterフォルダの名前。

この名前には、1～ 16文字を使用できます。スペースと、
`（アクセント記号）、^（キャラット）、"（二重引用
符）、'（一重引用符）、/（スラッシュ）、\（バックスラッ
シュ）、<（小なり記号）、または>（大なり記号）以外の
ASCII文字を使用できます。

[Name]フィールド

フォルダのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 ^（キャラット）、\（バックス
ラッシュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引
用符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）
を除いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

b) • [Next]をクリックし、ステップ 6に進んでフォルダに DVSを作成します。

•フォルダ内に DVSを作成しない場合は、ステップ 7に進みます。

ステップ 6 [Create Distributed Virtual Switches]ページで次の手順を実行してフォルダに分散仮想スイッチを作
成します。

a) [Add]をクリックして、分散仮想スイッチをフォルダに追加します。
b) [CreateDistributedVirtual Switches]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

分散仮想スイッチの名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。スペー
スと、-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、
および .（ピリオド）以外の特殊文字は使用できず、オブジェ
クトを保存した後でこの名前を変更できません。

[Name]フィールド

分散仮想スイッチのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。 ^（キャラット）、\（バックス
ラッシュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引
用符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）
を除いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

次のいずれかになります。

• Enabled

• Disabled

DVSをディセーブルにした場合、Cisco UCS Managerは DVS
に関連する設定の変更を VMware vCenterにプッシュしませ
ん。

[Admin State]フィールド

c) [OK]をクリックします。

ステップ 7 すべてのフォルダと DVSをデータセンターに追加し終えたら、[Finish]をクリックします。
ウィザードを終了するために、[Finish]を何度かクリックする必要がある場合があります。任意の
ページで停止して、別のフォルダまたは DVSを追加できます。

vCenter からのフォルダの削除
フォルダにデータセンターが含まれている場合、Cisco UCS Managerでは、そのデータセンター
と、含まれているすべてのフォルダおよび DVSも削除されます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All] > [VMWare]を展開します。

ステップ 3 削除するフォルダが含まれる vCenterのノードを展開します。

ステップ 4 フォルダを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

データセンターの削除

データセンターにフォルダが含まれている場合、CiscoUCSManagerでは、含まれているフォルダ
およびすべての DVSも削除されます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All] > [VMWare]を展開します。

ステップ 3 削除するデータセンターが高いレベルのフォルダに含まれている場合、そのフォルダのノードを

展開します。

ステップ 4 データセンターを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

データセンターからのフォルダの削除

フォルダに DVSが含まれている場合、Cisco UCS Managerではその DVSも削除されます。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All] > [VMWare]を展開します。

ステップ 3 変更するデータセンターが上位フォルダに格納されている場合は、そのフォルダのノードを展開

します。

ステップ 4 削除するフォルダが含まれるデータセンターのノードを展開します。

ステップ 5 フォルダを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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第 7 章

ポートプロファイルの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ポートプロファイル, 59 ページ

• ポートプロファイルクライアント, 60 ページ

• ポートプロファイルの作成, 60 ページ

• ポートプロファイルの VLANの修正, 62 ページ

• ポートプロファイル用ネイティブ VLANの変更, 62 ページ

• ポートプロファイルへの VLANの追加, 63 ページ

• ポートプロファイルからの VLANの削除, 63 ページ

• ポートプロファイルの削除, 64 ページ

• プロファイルクライアントの作成, 64 ページ

• プロファイルクライアントの変更, 65 ページ

• プロファイルクライアントの削除, 66 ページ

ポートプロファイル
ポートプロファイルには、VM-FEX用に仮想インターフェイスを Cisco UCSで設定するために使
用できるプロパティと設定があります。ポートプロファイルは、Cisco UCS Managerで作成およ
び管理されます。 1つ以上の DVSによってポートプロファイルが作成され、割り当てられ、ア
クティブに使用された後に、Cisco UCS Managerでポートプロファイルのネットワーキングプロ
パティが変更されると、変更がすぐにそれらの DVSに適用されます。

VMware vCenterでは、ポートプロファイルはポートグループとして表現されます。 Cisco UCS
Managerはポートプロファイル名を VMware vCenterにプッシュし、vCenterはポートグループと
して名前を表示します。 VMware vCenterでは、ポートプロファイル内の特定のネットワーキン
グプロパティや設定を表示できません。 Cisco UCS Managerでポートプロファイルを VMware
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vCenterにプッシュさせる場合、ポートプロファイルに少なくとも 1つのポートプロファイルク
ライアントを設定する必要があります。

ポートプロファイルクライアント
ポートプロファイルクライアントは、ポートプロファイルが適用されるDVSを決定します。デ
フォルトで、ポートプロファイルクライアントは、関連付けられたポートプロファイルがVMware
vCenterのすべての DVSに適用されることを指定します。ただし、特定のデータセンターまたは
データセンターフォルダのすべての DVS、または 1つの DVSのみに対してポートプロファイル
を適用するように、クライアントを設定できます。

ポートプロファイルの作成

VMDirectPath Gen 2を設定する場合は、[Host Network IO Performance]フィールドを [High
Performance]に設定する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All]ノードを展開します。

ステップ 3 [Port Profiles]ノードを右クリックし、[Create Port Profile]を選択します。

ステップ 4 [Create Port Profile]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポートプロファイルのユーザ定義名。

この名前には、1～ 31文字の ASCII英数字を使用できます。
スペースと、-（ハイフン）、_（アンダースコア）、.（ピリオ
ド）、および:（コロン）以外の特殊文字は使用できず、オブ
ジェクトを保存した後でこの名前を変更できません。

[Name]フィールド

ポートプロファイルのユーザ定義の説明。

256文字以下で入力します。^（キャラット）、\（バックスラッ
シュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引用
符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）を除
いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

このポートプロファイルと関連付けられるQuality Of Serviceポ
リシー。

[QoS Policy]ドロップダウンリ
スト
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説明名前

このポートプロファイルと関連付けられるネットワーク制御ポ

リシー。

[Network Control Policy]ドロッ
プダウンリスト

このポートプロファイルと関連付けることが可能なポートの最

大数。デフォルトは 64ポートです。

1つの分散仮想スイッチ（DVS）に関連付けることができるポー
トの最大数は 4096です。 DVSに関連付けられたポートプロ
ファイルが 1つだけの場合は、そのポートプロファイルに最大
4096個のポートを設定できます。しかし、DVSに関連付けら
れたポートプロファイルが複数ある場合は、それらのポートプ

ロファイルに関連付けられたポートの総数が4096を超えること
はできません。

[Max Ports]フィールド

次のいずれかになります。

• [None]：仮想マシンとの間のトラフィックはDVSをパスス
ルーします。

• [High Performance]：仮想マシンとの間のトラフィックは
DVSとハイパーバイザをバイパスし、仮想マシンと仮想イ
ンターフェイスカード（VIC）アダプタに直接転送されま
す。

[Host Network IO Performance]
フィールド

このポートプロファイルと関連付けられるピングループ。[Pin Group]ドロップダウンリ
スト

ステップ 5 [VLANs]領域で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

使用するVLANごとに、このカラムのチェックボックスをオン
にします。

[Select]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANのいずれかをネイティブVLANとして指定するには、こ
のカラムのオプションボタンをクリックします。

[Native VLAN]カラム

ステップ 6 [OK]をクリックします。
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ポートプロファイルの VLAN の修正

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 VLANを修正するポートプロファイルを右クリックし、[Modify VLANs]を選択します。

ステップ 4 [Modify VLANs]ダイアログボックスで、次の項目を 1つ以上変更します。

説明名前

使用するVLANごとに、このカラムのチェックボックスをオン
にします。

[Select]カラム

VLANの名前。[Name]カラム

VLANのいずれかをネイティブVLANとして指定するには、こ
のカラムのオプションボタンをクリックします。

[Native VLAN]カラム

VLANを作成する場合は、このリンクをクリックします。[Create VLAN]リンク

ステップ 5 [OK]をクリックします。

ポートプロファイル用ネイティブ VLAN の変更

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 ネイティブ VLANを変更するポートプロファイルを右クリックし、[Modify VLANs]を選択しま
す。

ステップ 4 [Modify VLANs]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Native VLAN]カラムで、ネイティブ VLANにする VLANの行のオプションボタンをクリッ
クします。

b) [OK]をクリックします。
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ポートプロファイルへの VLAN の追加

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 VLANを追加するポートプロファイルを右クリックして、[Modify VLANs]を選択します

ステップ 4 [Modify VLANs]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Select]カラムで、ポートプロファイルに追加する VLANのローにあるチェックボックスをオ
ンにします。

b) （任意） この VLANをネイティブ VLANにするには、[Native VLAN]カラムのオプションボ
タンをクリックします。

c) [OK]をクリックします。

ポートプロファイルからの VLAN の削除
ポートプロファイルから VLANを削除したり、ネイティブ VLANとして割り当てた VLANを変
更したりできます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 VLANを削除するポートプロファイルを右クリックし、[Modify VLANs]を選択します。

ステップ 4 [Modify VLANs]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
a) [Select]カラムで、ポートプロファイルから削除する VLANの行にあるチェックボックスをオ
フにします。

b) （任意） 異なる VLANの [Native VLAN]カラムのオプションボタンをクリックすることで、
ネイティブ VLANを異なる VLANに変更できます。

c) [OK]をクリックします。
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ポートプロファイルの削除
VMがポートプロファイルをアクティブに使用している場合、そのポートプロファイルは削除で
きません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 削除するポートプロファイルを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 4 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Managerはポートプロファイルと、関連付けられたすべてのポートプロファイルクラ
イアントを削除します。

プロファイルクライアントの作成
プロファイルクライアントを作成できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 プロファイルクライアントを作成するポートプロファイルを右クリックし、[Create Profile Client]
を選択します。

ステップ 4 [Create Profile Client]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

プロファイルクライアントのユーザ定義名。

この名前には、1～16文字の英数字を使用できます。スペース
と、-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、およ
び .（ピリオド）以外の特殊文字は使用できず、オブジェクトを
保存した後でこの名前を変更できません。

[Name]フィールド
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説明名前

クライアントのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。^（キャラット）、\（バックスラッ
シュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引用
符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）を除
いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

ドロップダウンリストからデータセンターを選択するか、この

プロファイルクライアントをすべてのデータセンターに適用す

る場合には [All]を選択します。

[Datacenter]ドロップダウンリ
スト

ドロップダウンリストからフォルダを選択するか、このプロ

ファイルクライアントをすべてのフォルダに適用する場合には

[All]を選択します。

[Folder]ドロップダウンリスト

ドロップダウンリストから仮想スイッチを選択するか、このプ

ロファイルクライアントをすべての仮想スイッチに適用する場

合には [All]を選択します。

[Distributed Virtual Switch]ド
ロップダウンリスト

ステップ 5 [OK]をクリックします。

次の作業

VMware vCenterで仮想マシンの設定を完了します。

プロファイルクライアントの変更
プロファイルクライアントを変更できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 プロファイルクライアントを変更するポートプロファイルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Profile Clients]タブをクリックします。

ステップ 5 変更するプロファイルクライアントを右クリックし、[Show Navigator]を選択します。

ステップ 6 プロファイルクライアントのナビゲータで、次に示す 1つ以上のフィールドの値を変更します。
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説明名前

プロファイルクライアントのユーザ定義名。[Name]フィールド

クライアントのユーザ定義による説明。

256文字以下で入力します。^（キャラット）、\（バックスラッ
シュ）、>（大なり記号）、<（小なり記号）、'（一重引用
符）、"（二重引用符）、`（アクセント記号）、=（等号）を除
いた任意の文字またはスペースを使用できます。

[Description]フィールド

適切なデータセンターを選択するために使用される正規表現。[Datacenter]フィールド

適切なデータセンターフォルダを選択するために使用される正

規表現。

[Folder]フィールド

適切な仮想スイッチを選択するために使用される正規表現。[Distributed Virtual Switch]
フィールド

ステップ 7 [OK]をクリックします。

プロファイルクライアントの削除
クライアントが関連付けられているポートプロファイルを VMがアクティブに使用している場
合、そのポートプロファイルは削除できません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All] > [Port Profiles]を展開します。

ステップ 3 プロファイルクライアントを削除するポートプロファイルをクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインで [Profile Clients]タブをクリックします。

ステップ 5 削除するプロファイルクライアントを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 6 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
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第 8 章

分散仮想スイッチの保留中の削除の管理

この章の内容は、次のとおりです。

• 分散仮想スイッチの保留中の削除, 67 ページ

• 保留中の削除の表示, 68 ページ

• 保留中の削除のプロパティの変更, 68 ページ

• 保留中の削除の削除, 69 ページ

分散仮想スイッチの保留中の削除
明示的に、あるいは階層内の親オブジェクトを削除して、CiscoUCSManagerから分散仮想スイッ
チ（DVS）を削除すると、Cisco UCS Managerは VMware vCenterとの接続を開始し、DVSの削除
プロセスを開始します。 DVSが VMware vCenterから正常に削除されるまで、Cisco UCS Manager
は DVSを保留中の削除リストに入れておきます。

ただし、次のように特殊な状況が発生すると、Cisco UCSManagerはVMware vCenterからDVSを
正常に削除できません。

• VMware vCenterデータベースが破損した。

• VMware vCenterがアンインストールされた。

• VMware vCenterの IPアドレスが変更された。

DVSを VMware vCenterから正常に削除できない場合、Cisco UCS Managerで保留中の削除が削除
されるか、VMware vCenterから DVSが正常に削除されるよう、保留中の削除のプロパティが変
更されるまで、DVSは保留中の削除リストに残されます。保留中の削除を削除すると、DVSは
CiscoUCSManagerから削除されますが、VMwarevCenterからは削除されません。DVSがVMware
vCenterに残っている場合、DVSを手動で削除する必要があります。

CiscoUCSManagerでは、保留中の削除リストの表示、保留中の削除の削除、または保留中の削除
のプロパティの変更ができます。たとえば、保留中の削除の VMware vCenter IPアドレスを修正
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すると、Cisco UCS Managerは接続を開始して、VMware vCenterから DVSを正常に削除できるよ
うになります。 Cisco UCS Managerからの DVSの削除を取り消すことはできません。

保留中の削除の表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All]ノードを展開します。

ステップ 3 [VM]タブの [VMWare]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Deletion Tasks]タブをクリックします。

保留中の削除のプロパティの変更
必要があれば保留中の削除項目のプロパティを変更し、CiscoUCSManagerが正常に接続を開始し
て DVSを VMware vCenterから削除できるようにすることができます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All]ノードを展開します。

ステップ 3 [VM]タブの [VMWare]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Deletion Tasks]タブをクリックします。

ステップ 5 プロパティを変更する保留中の削除をクリックします。

ステップ 6 保留中の削除を右クリックし、[Show Navigator]を選択します。

ステップ 7 [Properties]ダイアログボックスで、次のプロパティを 1つ以上変更して Cisco UCS Managerが
VMware vCenterに接続するようにします。

説明名前

データセンターが存在するホスト。[Hostname]フィールド

データセンターの名前。[Datacenter]フィールド

データセンターのプロトコル。[Protocol]フィールド

削除するフォルダ。[Folder]フィールド
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ステップ 8 [OK]をクリックします。
Cisco UCS Manager VMware vCenterと接続し、DVSを削除しようとします。

保留中の削除の削除
保留中の削除項目を削除すると、DVSは Cisco UCS Managerからは削除されますが、VMware
vCenterからは削除されません。DVSがVMware vCenterに残っている場合、DVSを手動で削除す
る必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [VM]タブをクリックします。

ステップ 2 [VM]タブの [All]ノードを展開します。

ステップ 3 [VM]タブの [VMWare]をクリックします。

ステップ 4 [Work]ペインの [Deletion Tasks]タブをクリックします。

ステップ 5 削除する保留中の削除をクリックします。

ステップ 6 保留中の削除を右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 7 Cisco UCS Manager GUIに確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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